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HINOチャネル信号伝送 I.･MIMOはMuttlPle-InputMultlPle-Outputの略である 無線
通信におけるM川0チャネル信号伝送は.下図に示すように複数の送受信アンテナを用いて

信号伝送することを意味する 原理的には送信アンテナ数を増やすことにより通信容量を

飛躍的に増大させることが可能となるため.現在盛んに研究開発が行われている.ただし,

受信アンテナでは,複数の送信信号が同時に受信されるため,これらを分離して復調する

高度な信号処理が必要となる
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MOチャネル信号伝送概要 送信アンテナ数による通信容量OFDN伝送 I.10FDMはOrthogonaIFrequencyDIVISIOnMultlPlexingの略で.広帯域 (ラ

ロ- ドバンド)無線伝送を行う場合に,多数の狭帯域信号 (サブキャリア信号)に分割した後,これらを束ねて送る伝送方式である.各サブキャリア信号は狭帯域であるた

め.無線伝搬路で発生する周波数軸上の歪みの影響を受けにくいという利点がある.地上デジタル放送や無線LANシステムですでに実用化されており

,次世代の移動通信方式でも採用が検討されている 周波数周波数軸上のOFDM信号
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ml/ひとこと:高度にスケーラブルな公開鍵暗号の実現のため､多くの公開鍵暗号で

使われる拡大体と呼ばれる代数系での乗算の実装手法に関する研究開発を進

めています｡l.高度にスケーラブルな公開鍵

暗号の効果現代情報化社会は､｢情報爆発時代｣と

言われるように様々な情報が膨大な量で

インターネットを介し

て流通するようになっていま

す｡その中において情報セキ

ュリティ技術､とりわけ個々

人を電子的に認証することを

可能とする公開鍵暗号技術

の役割は非常に重要となりますo従来の公開鍵

暗号技術では､右の図にあるように､ 省電力計算端末の性能や秘

匿/認証すべき情報の重要度に応じて､暗号

の強度(情報の安全性)をスケーラブルに調節することは簡単にはできませんでした｡本研究の成果であるCyclicvectormultlPllCationalgor

lthm(CVMA)は､そのような従来の暗号技術の多くに対して､それを容易にスケー

ラブルなものにできる技術であり､より高度な情報化社会における暗号技術に必須の機

能を提供するものです｡2.高度にスケーラブルに

するための仕組みlァプリケーションl ■- 暗号強度の調整-- 鍵長の
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スケーラブル ･･･様々な情報がインターネットを介して送受信される場合､その情報

の重要度や､送受信する端末の計算性能には､色々な状況が考えら

れます｡例えば､電子メール程度の些細な情報や､国家機密にも及

ぶような重要な情報､RF】Dタグのような性能の低い端末から､PC

のように性能の高い端末､このように情報の重要度や端末の性能を

考えた場合､それぞれに応じた暗号強度で暗号化､復号処理ができ

たら便利ですOこのことは､暗号化処理に係る計算時間や､消費さ

れる電力などにも影響､効果があります｡｢スケーラブル｣とは､そ

のような ｢重要性や性能に対して柔軟に｣という意味です｡

公開鍵暗号 ･

拡大体 ･

暗号には大きく分けて2つの種類があります｡-つは秘密鍵暗号､
もう一つが公開鍵暗号です｡秘密鍵暗号は､暗号化したいデータを

あるパスワー ド(鍵)で暗号化し､暗号化されたデータを暗号化し

た際に用いた鍵で復号するというもので､すなわち暗号化､復号に

同じ鍵を用います｡このようなことから共通鍵暗号､あるいは対称

鍵暗号などとも呼ばれます｡一方､公開鍵暗号では､暗号化および

復号に異なる鍵を用い､加えてその一方 (暗号化するほうの鍵)を

電話帳のように公開するというものですO一方の鍵を公開すること

から､公開鍵暗号と呼ばれ､公開しない方の鍵を公開している方の

鍵から類推されないようにするために､数学的に解くことが困難で

あるとされる問題を安全性の根拠として実装されています｡例えば

RSA暗号では､大きな2つの素数の積 (合成数)の素因数分解は計

算機を用いても困難であることを安全性の根拠にしています｡公開

鍵暗号の2つの鍵を駆使することにより､電子署名などの技術を実

現できます｡

例えば32ビットCPUでは､32ビット以上の整数計算を (工夫をし

なければ)行うことができません｡拡大体とは､このようにデータ

サイズの限られた状況の中で､暗号のように多くのデータを平文(暗

号化する前のデータのこと)や暗号文として計算処理できるように

するための一つの手法です｡例えば拡大体における-つの要素は､

数ビット未満の整数の数次元のベクトルとして取り扱うことができ

ます｡具体的に32ビット未満の整数の6次元ベクトルとした場合､

そのベクトルの集合として192ビットという大きな代数系 (要素と

演算の集合)を準備することができます｡このように､公開鍵暗号

に必要となる大きな代数系を､計算機のワー ドサイズ (ビット長)

に合わせて準備することができ､とくにソフトウェア実装に適して

いると言われています｡
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編集後記1

昨年末に研究シーズ集の第 1集を発刊し50名の先生方に登場いただきまし

た｡引き続きその後も学内の教員の研究内容の取りまとめを行い､今回の第2

集では35名の先生方を収録いたしました｡

冊子にまとめました内容は､同時に岡山大学地域共同研究センターのホーム

ページに登録されていますので､併せてご利用頂ければ幸いです｡

ご協力いただいた教員の皆さまには､研究内容の説明､資料の提供等大変お

手を煩わせましたが､門外漢の担当者に対し快くご協力いただきましたこと厚

くお礼申し上げます｡ (前半担当 .松浦 啓克)

編集後記2

松浦先生の後任として地域共同研究センターのコーディネーターに着任しま

した東です｡何も分からない状態でこの大役を引き受けましたが､手探りでな

んとか出版にこぎつけました｡原稿作成にご協力頂いた先生方はじめ関係各位

には多大なご協力を賜りました｡このシーズ集が産学連携の一助になればと期

待しております｡

(後半担当 東 英男)
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